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あ
な
た
の
〝
か
ら
だ
〃

あ
な
た
で
わ
か
り
ま
す
か
。

成
人
病
健
診
の
問
診
票
は
届
き
ま
し
た
か
？

今
年
も
5
月
2
9
日
か
ら
成
人
病
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

日
ご
ろ
酷
使
し
て
い
る
大
切
な
か
ら
だ
を
い
た
わ
る
意

．．ぶてｒ

．ここ一一こ＿＿こここ増私這
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断
し
て
、
五
月
上
旬
、
対
象
者
全
員
に

案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

町
内
の
対
象
者
は
年
齢
四
十
歳
以
上

で
国
民
健
康
保
険
該
当
者
、
生
活
保
護

世
帯
、
国
民
年
金
一
号
・
三
号
該
当
者

の
合
計
約
八
千
人
。
案
内
通
知
に
は
、

健
診
の
日
程
や
会
場
の
案
内
と
、
返
信

用
は
が
き
、
問
診
票
を
同
封
し
て
い
ま

す
。

●
申
し
込
み
は
5
月
2
0
日
ま
で

健
診
の
申
し
込
み
は
、
返
信
用
は
が

き
で
受
け
付
け
ま
す
。
健
診
を
希
望
す

る
人
は
、
予
約
票
（
は
が
き
）
に
希
望

す
る
日
を
記
入
し
て
、
五
月
二
十
日
ま

で
に
届
く
よ
う
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
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車
も
二
年
に
一
度
、
十
年
を
過
ぎ
る

と
一
年
に
一
度
車
検
が
あ
り
ま
す
。
車

検
費
用
は
、
新
車
で
も
十
五
万
円
は
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は

〝
自
分
の
か
ら
だ
″
　
の
た
め
に
、
い
く

ら
お
金
を
か
け
て
い
ま
す
か
？

わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
草
の
よ
う
に

簡
単
に
部
品
を
換
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
、
自
分
に
合
っ
た
部
品
は

な
か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
た
っ
た
一
つ
の
大
切
な
も
の
で

す
。

町
で
行
っ
て
い
る
成
人
病
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
の
三
つ
の
検
診
に
は
、
一

切
手
は
は
ら
な
く
て
結
構
で
す
。
そ
の

ま
ま
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
な
い
人
も
、
そ
の
理
由

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
健
診

に
役
立
て
ま
す
。

●
ま
た
、
問
診
票
は
前
も
っ
て
記
入
し

健
診
当
日
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の

機
会
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

人
当
た
り
約
一
万
三
千
円
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

受
診
者
の
自
己
負
担
は
そ
れ
ぞ
れ

五
百
円
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
世

帯
、
非
課
税
世
帯
、
七
十
歳
以
上
の
人

は
無
料
で
す
）
で
、
三
つ
合
わ
せ
て
も

わ
ず
か
に
千
五
百
円
で
す
。
つ
ま
り
、

差
額
の
一
万
一
千
五
百
円
は
、
国
・
県

の
補
助
金
や
町
の
費
用
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

車
検
の
費
用
の
わ
ず
か
百
分
の
一
、

千
五
百
円
で
あ
な
た
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
の
健
診
は
、
成
人
病
、
胃
が
ん
、

肺
が
ん
の
三
つ
を
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
希
望
に
合
わ
せ
て
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
診
票
は
健
診
の
種
類
に
よ
っ
て
三

つ
に
色
分
け
し
て
い
ま
す
。

●
青
　
色
…
…
成
人
病

●
桃
　
色
…
…
胃
が
ん

●
茶
　
色
…
…
肺
が
ん

希
望
す
る
健
診
の
問
診
票
に
必
要
事

項
を
前
も
っ
て
記
入
し
、
健
診
当
日
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

成
人
病
の
健
診
は
、
医
師
に
よ
る
診

察
の
ほ
か
に
、
肥
満
度
、
血
圧
、
尿
、

血
液
な
ど
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
血
液
検
査
で
は
、
貧
血
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
、
肝
炎
や
肝

臓
機
能
、
糖
尿
病
な
ど
、
十
二
項
目
の

検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
尿
検
査

た
ん
ば
く

は
、
尿
の
中
に
含
ま
れ
る
蛋
白
や
糖
な

じ
ん
ぞ
う

ど
の
反
応
を
調
べ
る
こ
と
で
、
腎
臓
の

病
気
や
糖
尿
病
の
発
見
に
役
立
ち
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
成
人
病
健
診
は
い
ろ

い
ろ
な
検
査
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
結

果
を
得
る
た
め
に
、
健
診
日
と
そ
の
前

日
は
食
べ
物
や
飲
み
物
を
制
限
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
案
内
通
知
の
注
意

を
よ
く
守
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
結
果
は
、
約
一
か
月
後
に
お

届
け
し
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
て
も
、
な

く
て
も
、
必
ず
受
診
し
た
人
全
員
に
封

書
で
お
送
り
し
ま
す
。
「
健
診
結
果
の

お
知
ら
せ
」
に
は
、
そ
の
人
の
検
査
結

果
に
基
づ
い
て
、
日
常
生
活
の
工
夫
の

仕
方
や
、
精
密
検
査
の
内
容
な
ど
、
一

人
一
人
に
あ
っ
た
医
師
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

健
診
の
結
果
、
指
導
が
必
要
な
人
や

病
院
に
か
か
っ
た
方
が
よ
い
人
に
は
、

「
健
診
結
果
の
説
明
会
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
健
診
を
受
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
で
、
結
果
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

都
合
で
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人

は
「
健
康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
一
金
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
、

保
健
婦
が
説
明
し
て
い
ま
す
。
相
談
に

は
必
ず
結
果
表
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
会
場
は
役
場
一
階
の
健
康
相
談

室
で
す
。

7月11日し木）

7月11日（木）中　央　公　民　館5月30日（木）

12Ｅヨ（金）

7月12日（金）中　央　公　民　館6月5日（水）

7月25日（木）

7月25日（木）中　央　公　民　館6月14日（金）

月26日（金、）

7月30日（火）勤　労　者　体　育　館6月25日（火）

6月26日（

8月6日（火）中　央　公　民　靡6月29日（土）

8月9日（金）勤　労　者　体　育　館7月2日（火）

9日（金）

8月22日（木）勤　労　者　体　育　館7月9日（火）

用控白木）7月10日し

●申し込み締め切り日　5月20日まで（必着）
●申し込み方法　健診予約票（はがき）に、希望する日を

記入して申し込んでください。

●定員（1会場）
成人病120人、胃がん100人、肺がん120人

●料金　成人病500円、胃がん500円、肺がん500円
●受付時間　各会場とも午前8時30分から11時まで。



昨
年
の
健
診
か
ら

こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
昨

年
の
成
人
病
健
診
の
受
診
者
数
と
、
そ

の
結
果
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

受
診
者
数
は
千
三
百
七
十
三
人
で
、

過
去
最
高
の
一
昨
年
に
比
べ
一
六
軒
、

二
百
五
十
六
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
受

診
率
は
一
九
軒
と
健
康
に
関
心
を
持
つ

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
見
る
と
、
六
十
代
が
五
百

十
五
人
と
ト
ッ
プ
で
約
四
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
次
い
で
五
十
代
、
四
十
代
と

い
う
頓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
結
果
は
、
異
常
な
し
、
要
指

導
、
要
医
療
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
信
号
に
例
え
る
と

育
、
黄
、
赤
と
い
う
こ
と
で
す
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
町
の
健
診

で
は
全
部
で
十
七
項
目
の
検
査
を
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
か
の
検
査
に
異
常

値
が
出
て
い
た
の
は
、
受
診
者
の
八
八

欝
。
そ
の
内
訳
は
赤
信
号
が
四
五
酢
、

黄
信
号
が
四
三
郡
と
い
う
結
果
で
し
た

こ
れ
を
年
代
別
に
比
べ
る
と
、
や
は

り
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
、
異
常
の
割
合

が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

図
3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

異
常
が
見
つ
か
っ
た
人
を
、
項
目
別
に

分
類
し
た
も
の
で
す
。

∧
貧
　
血
∨

最
も
異
常
値
が
多
か
っ
た
の
は
貧
血

で
し
た
。
貧
血
の
中
で
も
一
番
多
く
み

ら
れ
た
の
が
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。
鉄

は
体
内
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
す
べ
て
食
物
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
貧
血
予
防
に
は
、
鉄
分
を
多
く
含

む
レ
バ
ー
・
牛
肉
・
魚
・
豆
な
ど
の
＼

ｒ



健診結果の内訳

●図3　異常値の多かった項目ワースト5（平成2年度）

ＷＨＯ（世界保健機構）の血圧基準

貧血

境界域高血圧

肝疾患

高血圧

心電図異常

く舞プ・。 墓誉讃寿纂漆繁務 来 売 渡

．ＺＰＰｅ

正 常 血 圧 139 以 下 89以 下 両　 方

境 界 域

高 血 圧
140 ～159 9 0 ～94 両　 方

高 血 圧 160以 上 95以 上
どちらか一方

または両方

＼
食
品
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

∧
高
血
圧
＞

次
に
多
か
っ
た
の
は
高
血
圧
で
す
。

高
血
圧
の
予
備
軍
と
さ
れ
る
境
界
城
高

血
圧
と
合
わ
せ
る
と
、
三
百
六
十
五
人

に
血
圧
異
常
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
六

十
歳
を
超
え
る
と
、
約
五
〇
㌫
の
人
が

高
血
圧
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
血
圧

と
は
、
心
臓
が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
し

て
血
液
を
か
ら
だ
中
に
押
し
出
す
と
き

の
圧
力
の
こ
と
で
す
。
心
臓
が
縮
ん
で

大
動
脈
に
血
液
を
送
り
出
す
と
き
の
圧

力
を
「
最
大
血
圧
」
そ
し
て
、
心
臓
が

拡
が
っ
て
静
脈
か
ら
戻
っ
て
来
る
血
液

を
受
け
入
れ
る
と
き
の
圧
力
の
こ
と
を

「
最
小
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。

表
4
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
で
決
め
ら

れ
た
万
国
共
通
の
血
圧
基
準
で
す
。
こ

の
中
で
、
最
大
血
圧
と
最
小
血
圧
の
高

さ
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
、
あ
る
い
は
両

方
と
も
百
六
十
と
九
十
五
を
超
え
て
い

る
場
合
を
高
血
圧
と
呼
び
ま
す
。

高
血
圧
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と

心
不
全
や
脳
出
血
な
ど
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
医
師
か
ら
適
切
な
指
示

を
受
け
、
ス
ト
レ
ス
や
塩
分
の
取
り
過

ぎ
に
は
要
注
意
で
す
。

で
も
精
密
検
査
の
結
果
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
「
異
常
な
し
」
と
、
が
ん
以

外
の
病
気
で
し
た
。
「
要
精
検
」
と
い

わ
れ
る
と
病
気
と
断
定
さ
れ
た
よ
う
な

気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
　
「
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

も
う
少
く
詳
し
く
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
」
　
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
疑

い
を
晴
ら
す
た
め
に
も
「
要
精
検
」
　
の

結
果
が
出
た
ら
、
必
ず
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

成
人
病
健
診
と
同
時
に
行
わ
れ
た
胃

が
ん
検
診
に
は
千
七
十
四
人
、
肺
が
ん

検
診
に
は
九
百
八
十
五
人
が
受
診
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
胃
が
ん
で
は
百
二

十
四
人
に
、
肺
が
ん
で
は
九
十
二
人
に

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

健
診
の
結
果
、
「
正
常
」
や
「
異
常

な
し
」
と
言
わ
れ
て
も
油
断
は
禁
物
で

す
。
こ
れ
は
「
健
康
上
、
問
題
と
な
る

よ
う
な
結
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
い
う
意
味
で
、
あ
く
ま
で
も
か
今
回

の
健
診
の
範
囲
内
″
で
の
こ
と
。
過
信

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
よ
り
一
層
、
健

康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
健
診
で
す
べ
て
の
病
気
は
発

見
で
き
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
検
査
で
体

の
一
部
を
点
検
し
ま
す
。
過
信
せ
ず
、

自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
胃
が
ん
検
診
で
は
、
図
5
に
示
し
て

い
る
と
お
り
、
胃
の
内
壁
の
粘
膜
ヒ
ダ

の
部
分
し
か
検
査
で
き
ま
せ
ん
。
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
時
に
異
常
値
が
あ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
け
っ
し
て
心
配
し
た
り
、
あ

わ
て
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

素
人
で
判
断
し
て
一
喜
一
憂
せ
ず
医
師

の
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
に
血
圧
は
、
季
節
や
一
時
的
な
緊

張
、
感
情
の
高
ぶ
り
や
測
定
し
た
時
間

帯
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
変
動
し

や
す
い
も
の
で
す
。
自
分
の
血
圧
が
ど

の
範
囲
に
あ
る
の
か
、
定
期
的
に
測
っ

て
み
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
一
金
曜
日
に
町
の
健
康
相
談

の
日
を
定
め
て
、
血
圧
測
定
や
尿
検
査

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。



長寿のプレーヤーが勢ぞろい．′

下二ゲートボール同好会には、

空音　92歳の吉田道夫さんを最高に、越

ぽちぽち
やりますか

長寿パワー／下二ゲートボール同好会

′‾

智清太郎さん（91歳）、吉田敏海
うわしとみ

さん（89歳）、上蔀ツギエさん（糾

歳）、笹田コトヨさん（83歳）
と5人ものスーパーシルバーが頑

張っています。5人の歳の合計は

439歳。郡内の同好会の中では、

最高齢チームだそうです。

「おかげで病気がない。楽しゅ

う過ごしとります」と最高齢の吉

田道夫さん（下二）。

「ゲーム結果は二の次、わき合

い合いで続けよります」と、チー

ムをお世話する石井義人きん（下

二）。あたたかい雰囲気が伝わり

ます。

ぼくの名前は、ェル竜。生まれ

て四か月になります。今日は天気

もいいし、ご主人とお散歩でルン

ルン気分。ところがいつもとコー

スが違います。おかしいなと思っ

たら、白衣のおじさんが来て、突

然背中にチクリ。アッというまの

出来事でした。初めてのことで、

何が何だかわからなかったけど、

ぼく怖くなかったよ。

ぼくを含め町内には、850匹の

犬が飼われているそうです。今回

狂犬病の予防注射を受けた仲間が

637匹。まだ、200匹くらいが済ん

でいません。狂犬病は怖い病気だ

そうです。ぼくたちを愛している

ご主人方、早く近くの動物病院へ

連れて行ってください。

突然背中に
手ウリ！

狂犬病の予防注射

！
三

′
一
．
．
、
‥
霊
一
一
一

了
豊

チビつ子大集合

わんぱくチビッ子、大集合！

4月1日、総合運動公園の木立

の中に、アスレチック広場がオー
プンしました。

ロープを伝って登る展望台や網
のトンネル、ローラーすべり台や

ピラミッドなど8種類。いろんな

遊びが楽しめます。
遊びに夢中の谷園知宣くん（5

歳）は次々と遊具に挑戦します。
水巻町で働いているお父さんを迎

えにおばあちゃんたちと浅川から

来ているそうです。
「子供が思い切って遊ぶのに最

適の場所です。もうすぐプールも
できるし、夏が楽しみです」と、

清水経子さん（高松団地）。

夏休みは、子供連れで賑わうこ
とでしょう。



ただ事、緊張中！
4月8日、町内5つの小学校で入学式が行われました。

今年の新一年生は401人。ここ数年、出生率の低下で人数

が減ってきている中で、猪熊小学校の新一年生だけは135

人（4クラス）と群を抜いています。

新入生は、父兄や上級生の拍手の中を緊張しながら入場

してきます。「朝は自分で起き、服は自分で着て、草に気

をつけて自分で学校に来てください」と校長先生のあいさ

つを聞くうちに、やっと笑顔が戻ってきました。

「遠足、運動会、給食と楽しいことがたくさんありま

す。しっかり頑張ってください。ぼくたちもお役に立っよ

う頑張ります」と、六年生があいさつし、卑大きな栗の木

の下で竜を歌って新入生を歓迎しました。

使い捨てからリサイクルへ
暖かい初夏の息吹を感じる4月28日、芦屋町の遠賀川河

川敷で卑リサイクル市民まつり、が行われました。

自然や身のまわりの環境と暮らしを見直そうと、遠賀

郡・筑豊・北九州の市民グループが実行委員会を作り、使

い捨てからリサイクルへの転換を呼びかけました。

河川敷には40ものテントが建ち並び、空きカンの回収、

有機栽培野菜や無添加食品の販売、不用品のバザーなどの

催しや、牛乳パックのはがき作り・食廃油を使った石ケン

作りの実演などが行われました。

また、特設会場ではバンドの生演奏や、ひつじの親子を

モデルにスケッチ大会、竹馬や一輪車の競争なども行わ
にぎ

れ、終日親子連れで賑わいました。

ぼくの名前は「タツタ」です
みなみ保育所の園庭を、自由にとびはねるウサギがいま

す。名前はもタックも。白地に黒いぶちの1歳半になる雄

ウサギです。

「小屋のなかで突然スーツと立ち上がったので、みんな

で立ったよ、たった、タック……と言っているうちに亀タ

ック勺　という名前になりました」と、田中先生。

タックは園児や先生のアイドル。よくなついていて、園

庭から教室の中まで後をついて回ります。食事の時間にな

ると、ちょっこり園児の横に来ておねだり。みんなが教室

に入ると、さみしいのか廊下のガラス戸の前でじっと待っ

ています。

春になったのでタックもお嫁さんが欲しいのかな。

今年の生徒は素質がいい
4月10日から10回のコースで、春のスポーツ教室が始ま

りました。この教室は、硬式テニスとバドミントンの2種

目です。

硬式テニスは、毎週水曜日、総合運動公園のテニスコー

トで、バドミントンは、水曜日と土曜日、町民体育館でそ

れぞれ行われています。

「むずかしいけど、とっても楽しい」と、初めてラケッ

トを握った佐々木礼子さん（頃末・写真）。

「早く上手になって、主人とプレーをしたい」と、東美

代子さん（美吉野団地）、熱気が伝わってきます。

「今年の生徒は素質がいい」と、プロテニスコーチの池

村道さんも太鼓判を押しました。



健康づくりシリーズ⑲

雇
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
1
0
か
発

老
後
の
不
安
の
一
つ
の
〝
寝
た
き
り
″
に
つ
い
て
、
水
巻
町
の

実
態
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

今
年
の
二
月
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
う
ち
四
日
間
に
わ
た
り
、
在
宅
の
寝

た
き
り
の
人
や
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ

る
人
の
訪
問
診
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
診
査
は
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
年
度
別
の
受
診

者
状
況
は
図
1
の
と
お
り
で
す
。

訪
問
診
査
の
対
象
者
は
、
民
生
委
員

が
調
査
し
た
六
十
五
歳
以
上
の
福
祉
調

査
の
中
か
ら
希
望
者
に
行
い
ま
し
た
。

内
訳
は
図
2
の
と
お
り
で
す
。

寝
た
き
り
に
な
っ
た
原
因
の
ベ
ス
ト

3
は
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
に
よ
る
も
の

が
一
番
多
く
十
一
人
、
次
い
で
骨
折
・

事
故
に
よ
る
も
の
が
六
人
、
三
番
目
に

心
臓
病
に
よ
る
二
人
で
し
た
。
図
3
の

訪
問
診
査
の
結
果
で
わ
か
る
よ
う
に
、

脳
卒
中
の
最
大
の
原
因
と
な
る
高
血
圧

や
高
脂
血
症
が
多
い
こ
と
が
歴
然
と
現

わ
れ
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
の
到

来
を
前
に
、
今
回
厚
生
省
が
ク
寝
た
き

り
ゼ
ロ
へ
の
十
か
条
″
を
発
表
し
ま
し

た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●図2受診者の内訳

●図3訪問診査の結果（重複あり）

2 1人

2 1人

2 0人

1 3人

10人

6 人

6 人

5 人

5 人

2 人

高脂血症

心電図異常

高血圧

高血糖値

尿潜血異常

居たん白異常

太りぎみ

やせぎみ

貧　血

原職異常

異常なし

∧
寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
十
か
桑
∨

第
一
集
　
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
、
寝
た

き
り
ゼ
ロ
へ
の
第
一
歩

第
二
集
　
寝
た
き
り
は
、
寝
か
せ
き
り

か
ら
作
ら
れ
る
過
度
の
安
静
逆
効
果

第
三
条
　
リ
ハ
ビ
リ
は
、
早
期
開
始
が

効
果
的
、
始
め
よ
う
ベ
ッ
ド
の
上
か

ら
訓
練
を

第
四
重
　
く
ら
し
の
中
で
の
リ
ハ
ビ
リ

は
、
食
事
と
排
泄
、
着
替
え
か
ら

第
五
条
　
朝
お
き
て
、
先
ず
は
着
が
え

て
身
だ
し
な
み
、
寝
・
食
分
け
て
生

活
に
メ
リ
と
バ
リ

第
六
条
　
「
手
は
出
し
す
ぎ
ず
、
目
は

離
さ
ず
」
が
介
護
の
基
本
、
自
立
の

気
持
ち
を
大
切
に

第
七
条
　
ベ
ッ
ド
か
ら
移
ろ
う
移
そ
う

車
椅
子
、
行
動
広
げ
る
機
器
の
活
用

第
八
条
　
手
す
り
つ
け
、
段
差
を
な
く

し
住
み
や
す
く
、
ア
イ
デ
ア
生
か
し

た
住
ま
い
の
改
善

＿

フ

ち

　

　

　

モ

．

と

第
九
条
　
家
庭
で
も
社
会
で
も
よ
ろ
こ

び
見
つ
け
　
み
ん
な
で
防
ご
う
閉
じ

込
も
り

第
十
条
　
進
ん
で
利
用
、
機
能
訓
練
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
寝
た
き
り
な
く
す
人

の
和
地
域
の
和

′高額な治療を長期

に受ける場合

高額な治療を長い間続け

る必要がある病気（血友病

や人口透析の必要な慢性腎

不全）の場合、自己負担額

は1か月10，000円までで、

それを超える額は国保が負

担します。（国保の認定す

る「特定疾病療養受領証」

が必要）

′1年間で4回以上高額療

養費を受けた場合

一つの世帯で、過去12が月以内

に高額療養費の払い戻しが4回以

上あった場合、4固目以降からは

34諸00円（住民税非課税世帯は

23，400円）を超えた額があとで払

い戻されます。

自叫ぶ吋臼回田…⑥

自己負担の額が
5月1日から
変わりました。

医療費の自己負担の額が一定限度を超えたとき、その超え

た額の払い戻しが受けられます。これを「高額療養費の制

度」といいます。

′－世帯内で合憲できる場合

一つの世帯で同じ月内に30，000

円（住民税非課税世帯は2㌦000円）

以上の自己負担が2回以上あった

場合は、その分を合算して60，000

円（住民税非課税世帯は33，600円）

を超えた額があとで払い戻されま

す。

国
保
が
負
担

自
己
負
担
額

6
万
円

●自己負担金が1カ月

80，000円を超えた場合

同じ人が、同じ月内に、同じ医
療機関で60，000円（住民税非課税

世帯は33，600円）を超える自己負

担額を支払った場合、その超えた
額があとから払い戻されます。

ｒ



敷地面積約1，900が

のこの公園は、道路を

はさみ南北に分かれて

います。芝生で敷きつ

められた公園の北側に

は、ジャングルジムや

すべり台があります。

田んぼの中に子供の

広場ができました。約

2，000〝タの敷地内には、

すべり台っきのアスレ

チックやジャングルジ

ムが設置され、子供た

ちの人気を呼んでいま

す。

納期が

10回に
変わりました。

国民健康保険税の納付方法が変わり

ました。今まで4回だった納期が、平

成3年度から10回になりました。今年
の納期限は次の表のとおりです。

期　胃リ ＳＳＳＳ『調書書駁！三ＳＳ喜臆

1 期 平成 3 年 7 日 1 日

2　鋤 平成 3 年 7 月3日∃

3　期 平成 3 年 9 月 2 日

4 期 平成 3 年 9 月30 日

5　期 平成 3 年 10月31日．

6　期 ． 平成 3 年12月 2 日

7　期 平成 3 年12日25 ∃

8　期 平成 4 年　 月封 8 ．、＿

9　期 平成4 年 3 月 2 日

10　璃 平成4 年 3 日3日∃

机小学校の北側にあ

る棲高糾．7〝ｚの豊前坊

山の山頂に、豊前坊自

然展望広場ができまし

た。古賀城址の石垣や

土台石が残る山頂から

は、遠賀川が一望でき

ます。頂上へは遊歩道

が整備され、古賀側と

机側の2か所から登れ

ます。

平成3年度の納税通知書は6月中旬

にお送りします。今までに比べて一国
の負担が軽くなります。毎月の家計か

ら計画的に納付できます。便利な口座

振替制度もご利用ください。（課税係）

Ｊ′　甘
硬 ‾‾‾ｌ‾‾‾淵 底 硬

…

・＿農遜 議－一一一一一一一一一一一一ｉ】！！

圧■8 8 8 8 ㍍ 税　　　　　　　 率 計　 算　 方　 法

① 均 等 割 額 被保険 者　 人 当た り 1．9 透鉛白 ．′

② 平 等 割 額 1 世 帯当た り　　　　 21，8ｍ 閂 ①圭 ⑬圭唾 や㊨

③ 所 得 割 額
く所得 －31臥888円 ）ｘ　9 ，4％ － 帝合計 が年間め ・

基 礎控除 Ｅ注 1 ～ 3 〕 税額 です¢

⑥ 資 産 割 額 呼 率 轡 蝉 轡 軽 率 嘩 叛

注1　給与所得者の場合は「給与所

得控除後の金額」が所得となり、

総収入×5％（ただし上限20，000

円）がさらに控除されます。

注2　公的年金等所得者の場合は特

例措置としてさらに17万円が所得

から控除されます。

注3　所得が国で定めた基準額以下

のときは、4割または6割の軽減

があります。

注4　1世帯の保険税限度額（年額）

は、44万円です。

海夕牛居住者も
匡ｌ民年金に

カロノス了ごきま事㌔

海外に住んでいる人も、国民年金に加入できます。

加入手続きや保険料の納付には、国内の協力者が必要です。

国内の濠終住所地に親族が住んでいない場合や親族が高齢などの理由

のときは、日本国民年金協会に依頼します。国内の最終住所地に親族が
住んでいる場合は、その親族に依頼し協力者になっていただき、役場で
手続きをします。詳しくは、国保年金係へお尋ねください。

※（社）日本国民年金協会（〒102東京都千代田区平河町2－5－5
全国旅館会館ビル3階〕℡03－3265－2885



●
対
象
者
三
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
小

中
学
生
は
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

小
学
生
は
一
・
二
・
五
年
生
、
中
学

生
は
二
年
生
が
対
象
で
す
。

●

期

　

間

　

5

月

1

5

日

～

6

月

3

0

日

●
接
種
場
所
　
町
内
の
各
医
院
（
田
中

眼
科
、
伊
藤
皮
ふ
泌
尿
科
を
除
く
）

で
診
療
時
間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い

●
接
種
方
法

■

女性の悩み
引き受けます

義
■
雷

こ〕

′夫の暴力に困っている。
′結婚・離婚・男女問題で悩

んでいる。

′人に言えない悩みがある。

－
そんな時は婦人相談員
℡60ト2121遠賀福祉事務所内

現地申込受付・全戸モデルルーム公開

5月18日～26日

庭付一戸建
2，363．8万円～2，972．5万円

卍住宅・都市整備公団
九州支社募集課℡092（722）1068

▽
初
め
て
の
人
＝
一
週
間
か
ら
二
週
間

の
間
隔
で
二
回
接
種
し
、
来
年
も
う

一
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
（
基
礎

免
疫
が
で
き
ま
す
）

▽
追
加
接
種
＝
基
礎
免
疫
が
で
き
て
い

る
人
は
、
三
年
毎
に
一
回
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
料
　
金
一
回
に
つ
き
九
二
〇
円
。

た
だ
し
、
中
学
生
以
下
の
子
供
や
、

生
活
保
護
世
帯
、
均
等
割
世
帯
、
非

課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票
　
有
料
の
人
は
各
医
院
の
窓

口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
無
料
の
人

は
役
場
健
康
対
策
係
の
窓
口
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
んじ

人

▽
熱
の
あ
る
人
　
▽
心
臓
　
腎
臓
・

肝
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

▽
病
後
で
体
が
弱
っ
て
い
る
人
　
▽

し

ん

　

　

　

　

　

　

　

す

い

と

う

風
疹
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
痘
な
ど
に

か
か
っ
て
、
一
か
月
以
上
経
っ
て
な

い
人
　
▽
ケ
イ
レ
ン
（
ひ
き
つ
け
）
を

起
こ
し
て
一
年
以
上
経
っ
て
な
い
人

▽
現
在
妊
娠
し
て
い
る
人
　
そ
の
ほ

か
、
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
三

月
に
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

古
い
保
険
証
（
緑
色
）
で
は
、
病
院

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今

す
ぐ
役
場
の
国
保
年
金
係
（
7
番
窓
口
）

で
、
切
り
替
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
「
緑
色
の
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

㊥
遠
隔
地
被
保
険
者
の
人
は
、
㊨
ま

た
は
㊦
の
保
険
証
。
（
㊥
の
被
保
険

者
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

福
岡
県
警
と
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
表
彰
の
種
別

優
良
自
動
車
運
転
者
金
華
、
銀
章
な

ど
4
桂
類
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

①
現
に
自
動
車
の
運
転
に
従
事
し
て

い
る
県
内
の
人

⑧
普
通
免
許
以
上
の
免
許
を
受
け
て

い
る
人

⑧
優
良
自
動
車
運
転
者
の
銀
章
の
表

彰
は
、
運
転
継
続
年
数
が
1
0
年
以
上

で
、
無
事
故
、
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
他
の
表
彰
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
年
数
の
条
件
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
期
限
　
6
月
7
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
折
尾
警

察
署
交
通
総
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い

。

℡

6

9

1

局

0

3

3

1

番

新
緑
の
季
節
で
す
。
森
林
浴
は
い
か

が
で
す
か
。

●
と
　
き
　
5
月
1
9
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
浮
羽
郡
田
主
丸
町
大
字
益
生
田
）

●
内
　
容
　
森
林
浴
・
草
花
の
配
布
・

木
工
工
作
・
ス
ケ
ッ
チ
大
会
・
植
木

苗
木
の
即
売
会
・
緑
の
教
室

●
問
い
合
わ
せ
　
（
財
）
福
岡
県
緑
化

セ

ン

タ

ー

℡

（

0

9

4

3

7

）

2

局

1

1

9

3

番

※
参
加
は
無
料
。
雨
天
も
決
行
し
ま
す
。

鵜

ぐ



水
巻
町
の
行
政
相
談
員
に
、
豊
沢
樽

三
さ
ん
（
下
二
・
6
5
歳
）
が
四
月
一
日

付
け
で
総
務
庁
長
官
か
ら
再
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
年
金
・
健
康
保
険
・

農
地
・
道
路
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
政
面

で
の
苦
情
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
す
べ
て
秘
密
で
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

「
最
新
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
能
力

ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー
で
は
、
そ
ん
な
人
の
た
め
の
技
術
講

習
会
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
た
だ
今
受

講
者
を
募
集
中
で
す
。

●
コ
ー
ス
と
定
員
　
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
作

業

（

1

0

）

・

ロ

ー

タ

ス

1

－

2

7

1

3

（
1
5
）
・
電
気
工
事
士
（
1
0
）
・
ア

ー
ク
溶
接
（
1
0
）
・
ガ
ス
溶
接
（
1
0
〕

半
自
動
溶
接
（
1
0
）
・
ア
セ
ン
ブ
リ

言
語
韮
（
1
5
）
・
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
印
刷
（
1
0
）
・
ワ
ー
プ
ロ
　
（
1
5
〕

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ

ー

℡

6

4

1

局

4

9

0

6

番

∧
Ｉ
穣
（
上
級
）
・
Ｉ
種
（
中
級
）
∨

●
試
験
日
　
7
月
1
4
日

●
受
験
資
格

Ｉ
種
　
盾
和
3
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

Ｉ
種
　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

川
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
5

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

㈹
昭
和
封
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
、
あ
る
い
は
平
成
4
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
人

用
防
衛
庁
が
は
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

●
受
付
期
間
　
5
月
即
日
～
6
月
4
日

∧
Ⅱ
　
種
（
初
級
）
＞

●
試
験
日
　
1
0
月
6
日
（
日
〕

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
受
付
期
間
　
8
月
2
6
日
～
9
月
1
0
日

●
闘
い
合
わ
せ
　
福
岡
防
衛
施
設
局
総

務
課
人
事
係
（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅

東

2

－

1

0

－

7

）

℡

（

0

9

2

〕

4

7

2

局

2

3

2

1

番

■

福
岡
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
付
期
限
　
5
月
2
0
日
ま
で

●
試
験
日
　
7
月
6
日
と
7
月
7
日

●
試
験
会
場
　
福
岡
市
南
区
大
桶
三
丁

目
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
（
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
1
1
番

1

号

）

　

（

0

9

2

）

4

1

1

局

0

0

3
1
番
ま
た
は
若
松
税
務
署
℡
7
6

1

局

2

5

3

6

番

へ

。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

∧
香
典
返
し
と
し
て
∨

●
古
　
賀
　
　
故
・
荒
木
ヤ
ヱ
ノ
様

荒
木
　
　
男
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
白
石
ツ
ル
ヱ
様

白
石
　
　
喬
様

●
樋
　
口
　
　
故
・
青
木
ス
ギ
ヱ
様

青
木
初
太
郎
様

●
お
か
の
台
　
故
・
宮
ノ
下
ツ
ル
様

森
　
イ
ズ
子
様

5月13日オープン
遠賀信用金庫吉田出張所

吉田団地106棟前に、

遠賀信用金庫の吉田出

張所が開設されます。

ご利用ください。



・1ま与人

行
動
し
な
い
と

発
展
は
あ
り
ま
せ
ん

生
活
を
考
え
る
　
鶴
谷
文
子
㌔
（
美
吉
野
団
地
）

生
活
改
善
に
向
け
る

意
欲
は
人
一
倍

1
－

「
知
り
た
い
、
知
ら
せ
て
も
ら
い
た

い
　
－
　
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
モ
ニ
タ
ー

を
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
」
と
、
北
海

道
は
小
樽
市
で
公
正
取
引
委
員
会
の
モ

ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
と
き
の
動
機
を
語

る
鶴
谷
文
子
さ
ん
。

●
消
費
者
セ
ン
タ
ー
理
事
を
経
て
、

一
昨
年
の
夏
、
息
子
さ
ん
の
転
勤
で

小
樽
市
か
ら
水
巻
町
へ
引
っ
越
し
て
来

ら
れ
ま
し
た
。

小
樽
で
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
理

事
も
務
め
、
生
活
改
善
に
向
け
る
意
欲

は
人
一
倍
。

「
今
は
飽
食
の
時
代
と
い
っ
て
、
物

が
有
り
余
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
豊
か
だ

と
い
い
ま
す
が
、
本
当
に
豊
か
な
の
で

し
ょ
う
か
。
自
分
自
身
の
生
活
を
見
直

県
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
躍
中

漱
ＩＩ桝
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す
時
代
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
思
う
の

で
す
」
と
文
子
さ
ん
。

現
在
は
、
福
岡
県
の
県
政
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
活
躍
中
で
す
。

－

町
を
よ
く
す
る
に
は

投
書
箱
が
必
要
で
す

「
農
薬
や
食
品
添
加
物
の
こ
と
な
ど

を
知
ら
な
い
で
食
べ
る
よ
り
、
知
っ
た

う
え
で
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
子

供
や
孫
の
た
め
に
も
、
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
」
と
、
食
生
活
の

改
善
を
訴
え
ま
す
。

小
樽
で
は
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
勉
強
し
た
こ
と
を
、

仲
間
と
講
演
会
や
勉
強
会
を
開

い
て
啓
蒙
活
動
。

「
水
巻
町
に
も
公
民
館
講
座

な
ど
で
習
っ
た
こ
と
を
人
に
教

え
た
り
知
ら
せ
た
り
す
る
場
が

欲
し
い
で
す
ね
。
宝
の
持
ち
腐

れ
じ
ゃ
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
た
鋭
い
意
見
で
す
。

「
町
を
良
く
す
る
に
は
投
書

箱
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。
特
定
の
人
の
意

見
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民
の
意
見
を

も
っ
と
聞
く
べ
き
で
す
」
と
、
投
書
箱

の
必
要
性
を
訴
え
る
文
子
さ
ん
。

小
樽
で
は
、
毎
年
サ
ケ
が
川
を
登
っ

て
き
ま
す
。
最
近
は
運
河
も
き
れ
い
に

な
り
、
今
年
は
石
原
裕
次
郎
さ
ん
の
記

に
ぎ

念
碑
も
建
っ
て
賑
わ
う
そ
う
で
す
。

「
遠
賀
川
と
い
う
自
然
を
、
一
年
中

親
し
め
る
工
夫
が
ほ
し
い
で
す
ね
」

趣
味
は
旅
行
、
読
書
、
音
楽
鑑
賞
、

そ
れ
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
コ
ー
ラ
ス

と
多
彩
で
す
。

「
公
民
館
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
講

習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
受
け
っ
ぱ
な
し

で
は
何
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
サ
ー
ク

ル
を
つ
く
り
ま
し
た
」
と
行
動
力
で
サ

ー
ク
ル
を
結
成
。

「
通
る
事
と
通
ら
な
い
事
は
、
言
っ

て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
行
動
し

な
い
と
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
厳

し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
勝
手
な
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
、
ご

め
ん
な
さ
い
ね
。
お
世
話
に
な
る
町
で

す
。
も
っ
と
よ
く
な
っ
た
ら
と
思
っ
て

・
・
・
」
と
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
し
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